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今
陀
宿
主
主
動
め
け
り
。
布
海
雲
由
民
は
皆
妨
人
民
て
、
也
前
関
坂
井

郡
悦
浦
の
海
人
共
な
り
。
毎
年
瓦
中
海
雲
・t
h
布
な
ど
の
海
藻
を
取

扱
げ
.
七
月
持
4
9

し
.
金
津
市
中
に
て
賀
殺
げ
り
。
梶
捕
は
吉
崎
市

よ
り
三
思
許
、
=
一
図
浦
よ
り
三
単
純
此
方
の
栴
岸
た
り
。
此
の
梅
人

の
金
都
民
来
れ
る
起
訴
は
鮮
か
な
ら
宇
。

O
御

蔵

橋

る市出
.
中
頃
仰
限
橋
の
橋
爪
へ
時
宅
せ
り
。
然
る
陀
文
化
の
初
め
民

大
杉
屋
病
兵
術
と
い
ふ
者
よ
り
和
泉
屋
小
兵
衛
と
云
ム
者
へ
家
商

貸
共
闘
H
渡
し
た
り
。
大
杉
口
且
よ
り
緩
ロ
聞
と
て
、
大
茶
釜
大
蚊
帳
な
ど

和
泉
屋
に
仰
来
す
。
民
臨
二
年
和
来
屋
よ
り
耐
久
屋
文
吉
へ
怒
り
‘

。
りO

越
前
海
雲
宿

此
の
放
宿
は
‘
世
人
も
ぞ
く
や
ど

h
m
L
・
金
滞
に
而
一
タ
所
の
み

な
り
。
共
の
宿
所
は
御
阪
橋
の
橋
爪

K
て
・
今
も
此
の
放
宿
陀
毎
年

止
指
し
‘

金
制
開
市
中

へ
斑
り
陀
出
づ
る
た
り
。
此
の
放
宿
、
背
は
柿

木
街
中
問
屋
橋
の
橋
爪
に
大
杉
屋
長
兵
衛
と
云
ふ
も
の
宿
主
を
注
し
来

金
部
古
政
志
品
位
十

厘
坪
に
て
、
銀
高
三
拾
三
匁
四
分
間
鹿
児
定
め
た
り
。

同
年
四
月
右

地
而
の
内
割
地
致
し
.
部
屋
平
兵
街
と
も
に
六
戸
の
邸
地
と
成
り
た

改
作
所
沓
紀
に
放
せ
た
る
冗
文
六
年
三
月
及
び
延
資
六
年
十
二
月
の

岱
札
K
・
御
限
町
火
除
地
と
見

h
・
元
総
十
三
年
↓
月
間
井
村
次
郎

官
等
の
上
申
舎
に
・
御
馬
屋
町
柿
木
品
と
あ
り
。
町
令
所
副
削
住
民
服

せ
た
る
貞
一
#
五
年
五
月
惣
緋
帯
人
扮
子
鴎
舎
に・

御
馬
島
町
惣
挑
淵

と
見
b
、
元
総
二
年
間
四
月
の
脇
役
陀
、
御
眠
町
磯
野
玄
幾
度
激
と

野
々
市
口
血
九
兵
衛
裏
地
之
境
に
扮
子
有
v
之
山
紀
服
す
。
同
三
年
四
月

六
日
の
厨
性
K
も
‘
御
馬
屋
町
時
間
帯
人
と
あ
り
。
叉
卯
成
心
抽
出
枇
の

過
去
限
定
徳
三
年
の
僚
に
・
御
馬
屋
町
平
木
屋
市
兵
衛
な
ど
紙
せ
た

り
。
右
の
古
文
容
共
に
て
見
れ
ば
・

廿刊
の
時
代
御
限
橋
の
地
遜

E
、

金
調
開
橋
梁
記

K
・
御
鳥
屋
橋
杏
林
坊
上
也
と
あ
り
o
今
上
紡
水
晶
下

材
木
島
の
経
界
と
す
。
此
の
橋
は
合
月
間
水
川
へ
架
け
た
る
橋
梁
た

れ
ど
も
、
活
躍
冊
中
は
惣
締
相
酬
の
側
な
る
放
に
や
、
橋
帯
人
の
家
ど
も

橋
爪
に
あ
り
て
、

惣
機
呑
人
袋
陀
居
位
せ
り
o
mu
仰
に
云
ム
。
背
此

の
栃
溢
陀
草
加
侯
の
厩
あ
り
て
、
一
飛
鳥
を
ば
此
の
樋
下
に
て
洗
足
せ

り
。
叉
従
前
は
、
堂
形
の
限
よ
り
も
.
草
加
侯
の
召
馬
な
ど
を
此
の
柄

下

へ
来
古
都
り‘

袋
に
て
洗
足
す
る
例
な
り
。

放
に
御
厩
橋
と
呼
べ
り

と
い

へ
り
。
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